
（別紙様式２－２） （高等学校用）

大項目

学校
経営

Ｂ

Ｂ

最新の教育的課題
を踏まえた教育実
践をしているか。

○教科指導力の向
上を図る。

・校内外の研修に積
極的に参加する。

・異教科ＴＴ授業の
実践と研究推進す
る。

・相互評価を行う。

地域との連携を図
り、高森高校の活
動状況を発信し、
説明責任を果たし
ているか。

○学校の活動状況
・生徒の活躍等
を外部に積極的
に発信する。
（保護者アンケ
ートにおけるプ
ラス評価の平均
８５％以上を目
指す）

・学校行事後の学校
ＨＰの迅速な更新
を行う。（３日以
内の更新）

・高森高校通信の定
期的な発行と配布
地域の拡大。

・学級通信を発行す
る。

・学校評議員、保護
者、後援会、同窓
会との連携を図
る。

評 価 項 目
小 項 目

評価の観点 具体的目標 具体的方策

教職員の資質
向上

地域への浸透

（２）生徒の進路保障
高い志をもって自己実現を果たすため、体験的な学習やキャリア教育などを通し、進路目標

を明確に持たせ、自らの未来を切り拓く生徒を育成する。

（１）授業の充実
思考力・判断力・表現力等を確実にはぐくむために、わかる授業を一層推進し、学習意欲の

向上を図り、学習習慣を定着させ、自主的・意欲的に学習する生徒を育成する。

１ 学校教育目標

県立学校における教育指導の重点や取組の方向等に則り、「小さな学校だからできる大きな教育」
～一人ひとりの生徒を大切にする学校～を、目指す学校像とする。

熊本県立高森高等学校 平成２５年度学校評価表

３ 自己評価総括表

２ 本年度の重点目標

（５）安全管理、危機管理意識の徹底
安全管理、危機管理に対する職員の認識を深め、事故や危険を未然に予防するとともに、災

害等の突発的な事象に対して適切に行動し、生徒の安全を確保できる学校体制を作る。また、
生徒自らが災害等に対して適切に行動できるように学習を深める。

（４）環境教育の充実
現在、地球規模で発生している環境問題について、その原因・実態・防止策などを認識させ

る。学校版ＩＳＯの取り組みによって、実行力・行動力のある生徒を育成する。

（３）人権文化の創造、道徳教育の充実
社会生活を送る上で人間としてもつべき最低限の規範意識を、発達の段階に応じた指導や体

験を通して確実に身に付けさせるとともに、人間としての尊厳、自他の生命の尊重や倫理観な
どの道徳性を養い、豊かな人権感覚を身に付けた生徒を育成する。

成果と課題評価

◎研究授業や公開授業
を積極的に実践し、
参観者による授業評
価を行い、指導力向
上にむすびつけた。
行うことができた。

●校外研修への参加状
況について教科によ
り差が見られた。

◎学校ＨＰは行事ごと
に速やかに更新され
た。また高森高校通
信を定期的に発行す
ることができ、関係
中学校への配付のほ
か、新聞折り込みを
利用して町内、近隣
町村へ配布し活動状
況を提供することが
できた。

●保護者アンケートで
のプラス評価平均が
82.6%と目標を下回っ
たため、数値が高ま
るように取り組まな
ければならない。
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学校
経営

Ｂ

学力
向上

Ｂ

Ｂ

キャ
リア
教育
（進
路指
導）

A

A

B

○就職希望者全員
の就職決定（正
採用）を目指
す。

○授業等の教育活
動を公開する機
会を積極的に設
けるとともに研
究授業を積極的
に実施し、教科
指導力を高め
る。

○教育の情報化を
推進し、教員の
ＩＣＴ活用指導
力の向上を図
る。

・参観授業週間、文
化フォーラム等の
教育活動を公開す
る機会を年間５回
以上設定し、異教
科連携授業、外部
とのＴＴ授業等の
研究授業を各教科
１回以上実施す
る。

・ＩＣＴを活用した
授業を教員全員が
１回以上実施す
る。

生徒が主体的に進
路を選択しようと
しているか。

○インターンシッ
プをセルフプロ
デュース形式で
実施し、能動的
に職業に対する
理解を深めさせ
る。

進学指導者への指
導は適切か。

○進学希望者全員
の進学決定を目
指す。

○国公立大学合格
者の複数輩出を
目指す。

・個別指導・対外模
試・ＡＯ入試対策
指導を充実させ
る。

・オープンキャンパ
スや進学ガイダン
スへの積極的な参
加を促す。

・シラバスによる計
画的な指導を行
う。

・生徒による授業評
価を年間２回実施
し、授業改善に活
用する。

・各教科の評価規準
を作成し評価に活
用する。

安全管理・危機管
理に対する意識が
徹底され、安全な
教育環境が保たれ
ているか。

多様な進路希
望の実現

・進路希望調査・進
路マップデータを
活用する。

・キャリアサポータ
ーとの連携による
求人開拓を行う。

・面接指導・履歴書
作成指導を充実さ
せる。

「わかる授業」を
目指した授業研究
が行われている
か。

就職希望者への指
導は適切か。

確かな学力育
成に向けた授
業研究

安全管理の徹
底

進路意識の高
揚

○危険箇所を日常
的にチェックし
改善する。

○事故や災害等に
対して迅速かつ
適切に対応す
る。

・安全点検を実施す
る。

・危機管理マニュア
ルを見直す。

・自然災害（噴火・
地震・土石流・水
害等）に適切に対
応するための防災
研修会を実施す
る。

ＰＤＣＡサイクル
による授業改善が
行われているか。

○シラバス及び生
徒による授業評
価を活用した授
業改善を推進す
る。

○各教科の評価規
準の設定及び評
価方法等の工夫
改善を行う。

◎学期毎に安全点検を
実施し、危険個所の
改善が図られた。

◎学校経営案と危機管
理マニュアルを見直
し、自然災害時（地
震）の対応をについ
て追加・修正を行っ
た。

●自然災害に関する研
修会を実施すること
ができなかった。

◎学年別のシラバス集
を作成し、授業計画
及び評価の観点等に
ついて生徒、保護者
に周知させることが
できた。

●生徒による授業評価
の活用及び評価規準
の作成については不
十分であった。

◎外部に教育活動を公
開する機会を多く設
定することができた。
また、研究授業につ
いては、ＴＴ授業を
中心にほとんどの教
科で実施し、ＩＣＴ
活用型授業も積極的
に実施することがで
きた。

●保護者アンケートに
おいて、授業に関す
る評価が昨年度と比
べて低下した。

◎セルフプロデュース
形式でのインターン
シップが定着し、生
徒の職業理解を深め
進路意識を高揚させ
ることができた。

◎就職希望者全員が就
職先を決定すること
ができた。

◎キャリアサポータと
の連携が円滑に進ん
だ。

◎進学希望者全員が進
学先を決定すること
ができた。

●国公立大学合格者が
１名にとどまった。

●全職員をまきこんだ
指導体制を築くとい
う課題が残った。
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生徒
指導

Ａ

生徒
指導

Ａ

Ａ

人権
教育
の推
進

B

A

B

○すべての教員が
学習活動をとお
し「命を大切に
する心」を育む
指導を行う。

○行事等に、生徒
が自尊感情を高
め、自己実現を
図るための在り
方、生き方につ
いて学ぶ視点を
入れる。

○計画的な全校終
礼を実施し、講
話をとおして多
様な価値観や命
の大切さを学
ぶ。

・教科指導において
関連する学習内容
を確認し、年間を
通した指導を行
う。

・全校一斉会食の日
や、共汗の日を実
施し、生命や自然
に対する畏敬の念
の高める。

・全校終礼を年６回
実施し、職員によ
る講話を行う。

人権教育の意義や
目標が共有化さ
れ、組織的に推進
されているか。

「自分の大切さと
ともに他の人の大
切さを認めるこ
と」ができるよう
になったか。

○年度末生徒アン
ケートの結果で
「できるように
なった」「やや
できるようにっ
た」の割合を６
０％以上にす
る。

・自分のことや他者
との関係等を振り
返り、語り、綴る
取組（人権作文
等）を行う。

・身近な人権課題に
関する講演会を実
施する。

自他の生命を尊
び、大切にしてい
こうとする態度を
養い、自らの在り
方生き方を学ぶと
ともに、夢や目標
をもち、その実現
に向けて努力する
態度が育成されて
いるか。

部活動における学
年をこえた交流が
活発に行われ、充
実感、達成感を感
じているか。

○部活動加入率１
００％、体育系
部活動加入率６
０％以上を目指
す。

・「部活動の日」を
毎月１～２回実施
する。

・毎日の活動を安全
に行い、充実させ
る。

交通違反・事故が
減少したか。

○交通違反件数・
事故件数につい
て年間０件を目
指す。

・実技講習会（原付
免許取得者全
員）、原付・自転
車の安全点検の実
施。

・違反者には特別講
習会を行う。

ボランティア活動
に意欲的に参加
し、社会で果たす
べき役割を自覚し
ているか。

○参加率９０％以
上を目指す。

・生徒会を中心に準
備、呼びかけを行
い、その都度出席
率を公表する。

・全校ボランティア
を全校生徒・全職
員で実施する。

道徳心の育成

推進体制の確
立

○校内職員研修を
充実させるとと
もに、校外にお
ける人権教育研
修会に積極的に
参加する。

命を大切にす
る心を育む指
導

・学期に１回校内研
修を実施する。

・全職員が校外研修
に１回以上参加す
る。

交通安全教育
の徹底

人権感覚の育
成

部活動の活性
化

◎昨年度に引き続き年
間出席率は９０％を
超えており目標達成
できた。昨年度から
実施している全校ボ
ランティアも定着し
てきている。

◎加入率の数値目標は
達成できた。部活動
の日の定着により活
動の活性化に繋がっ
ている。３年生引退
後に各部とも人数が
減り活動に影響が出
てくるので内容の工
夫に留意したい。

◎違反や事故もなく、
目標達成できた。徒
歩、自転車、を守る
観点からも引き続き
注意の喚起に努めた
い。

◎生徒アンケートで
「自他を大切にする
姿勢がある」と回答
した生徒は85.9％で
あり、具体的取組の
成果があった。

◎講演会や人権作文の
取組をとおして、自
己の生き方や他者と
の関わりについて考
えることができた。

◎生徒理解研修や実践
報告会に加え、現地
学習会を実施し、実
感を伴って人権課題
への理解を深めた。

◎校外研修へ積極的に
参加し、実践事例を
したり意見の交流を
図ったりすることが
できた。

◎会食の日や共汗の日
等の活動を通じて、
個々の役割を果たし
ながら互いに協調し
自他を尊ぶ態度を高
めた。

◎全校終礼を７回実施
し、自らの生き方・
在り方を考えること
ができたと同時に、
多様な考え方を尊重
し、命や健康を守る
意識を高めた。

●教科指導における人
権尊重の視点に立っ
た取組について、シ
ラバス等を活用した
計画と検証が必要。
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特別
支援
教育

Ｂ

特別
支援
教育

A

環境
教育

Ｂ

Ｂ

環境保全に寄
与する態度の
育成

人間と環境につい
て正しい認識を
持っているか。

○各教科等におい
て、環境問題に
関連した授業を
体系的に実施す
る。

・各教科等で実施す
る環境教育をシラ
バスに明示する。

・家庭及び総合的な
学習の時間で環境
調査やフィールド
ワークを行い、理
解を深める。

環境問題の解決に
必要な判断力と主
体的に行動する態
度の育成を図って
いるか。

○学校版環境ＩＳ
Ｏについて生徒
が主体となって
取り組む組織を
構築する。

・生徒会を主体にＩ
ＳＯへの取り組み
を具体化し、ＰＤ
ＣＡサイクル（計
画→実行→評価→
見直し）をもとに
実施する。

・学校近隣への清掃
活動ボランティア
や美化活動のさら
なる充実を図る。

中学校との
連携

連携を通して、
個々の生徒の課題
の早期把握がなさ
れたか

○入学前に関係中
学校を訪問し、
全新入生につい
て情報を交換
し、必要な支援
体制を整備す
る。

○入学後も状況に
応じて随時情報
交換を行う。

・関係中学校訪問
（入学式前）を実
施する。

・学年団を中心に全
職員の課題への共
通理解、支援のた
めの情報の共有を
図る。

・随時、必要に応じ
た中学校との情報
交換及び相談の実
施。

生徒理解の
充実

生徒一人一人の教
育的ニーズを把握
し、それに基づい
た支援が検討され
たか。

○学期に１回以上
の生徒理解研修
を実施する。

・通常授業、参観授
業による生徒観察
（気づきメモ）の
実施。

・日常的な職員間の
情報の共有化を行
う。

・生徒理解研修を計
画的に実施する。

・教育支援会議を実
施する。

◎総合的な学習の時間
で環境に関する内容
の授業を展開した。
特に１年生のやまび
こプランのフィール
ドワークは効果的な
活動であった。

●各教科での実践状況
が充分ではなかった
ので、働きかけが必
要である。

◎環境ＩＳＯの取組は
充実している。特に
美化作業として行う
早朝ボランティア・
風鎮祭花火後の片づ
け、一日一汗運動、
共汗の日などは積極
的に参加していた。

●リサイクルやエコに
関する活動（キャッ
プ回収・こまめな電
気消灯等）が不十分
なので意識を高め、
実践できる取組を考
えていきたい。

◎会議以外でも、日常
的に生徒についての
情報交換が行われて
いた。

◎生徒理解研修を３回
実施した。３学期は
他の研修時に必要な
情報の共通理解を
図った。

◎教育支援会議を３回
実施し、支援の成果
と課題について検討
できた。

●気付きメモについて
職員へ依頼したが、
提出が少なかった。
様式や実施方法につ
いて検討を図る必要
がある。

◎入学予定者の中学校
を訪問し、情報交換
を行った。また、必
要な情報については
生徒理解研修で共通
理解を図った。

◎学年会や特別支援教
育委員会で生徒の状
況把握や支援方法の
検討を行った。

◎生徒について情報が
必要な際は、早急に
中学校を訪問したり
電話で確認を行った
りした。
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健康
教育

Ｂ

（６）環境教育、健康教育の分野では、総合的な学習の時間を活用しフィールドワークを実施したり、数多
くのボランティア活動に参加したりすることで、美化意識や奉仕精神を高めることができた。また、食
育の取組により生徒の朝食摂取率が昨年より１０ポイント以上高くなるという成果が得られたが、学年
間に差が見られるのが課題である。

（２）進路指導については、個々の生徒の状況に応じた取組を進めることで早期に全生徒の進路先が決定し
た。就職ではキャリアサポーターの支援も大きく、地元高森町や阿蘇を中心に内定をいただくことがで
きた。進学では１２年振りとなる熊本大学への合格者が現れた。進学を希望する生徒に対しては、早い
段階から学力の向上を図る取組を進めていきたい。

（３）生徒指導面では、特別指導もなく、概ね落ち着いた学校生活が送られている。なかでも、欠席数が少
なく、遅刻がほとんどないという状況は生徒の意識の高まりと日常の指導の表れであると思われる。ま
た、ボランティア活動への参加が顕著で、地域や他者に貢献したいという意識が高まっている。今後も
全生徒が安全に満足した学校生活を送ることができるように取り組んでいく。

（４）人権教育については、様々な人権課題からの個別アプローチや他者を肯定的に受け止める指導を継続
的に実施することができ、生徒の自他を大切にする姿勢が育成されている。また、多くの講話を通して
自己の在り方や生命尊重の意識を高めることができた。職員に対しても校内研修を充実させるとともに
校外研修への積極的参加を奨励し、資質向上を図った。

（５）特別支援教育については、生徒理解研修や委員会を定期的に開催することで、生徒一人一人の状況を
把握するとともに、個々に応じた支援を行うことができた。今後も、中学校との連携を一層進めること
で、スムーズな高校生活への移行を進めていく。

平成２６年２月１０日に学校関係者評価委員会を開催した。評価委員の方々からは、本校の取組に対して
概ね肯定的な評価をいただくことができた。「保護者や生徒のアンケート結果からも学校生活に対する満足
度が高く、教育活動へ肯定的な意見が多いのは学校の方針を生徒がよく理解している。」「地域の行事にも
積極的に参加しており、連携が進んでいる」などの評価を得た。

一方、学校行事についての満足度が相対的にみてやや低く感じられるので、行事の内容を変更するなどの
取組が必要であること。本校の教育目標を、より具体的な見える形にし、学校全体の方向性をより明確にし
て発信することで、外部に理解を得やすくなること。保護者がより頻繁に学校に足を運ばれるような取組な
どをとおして、一層の学校の活性化を図るべきだという意見をいただいた。また、アンケート結果を精査す
ることで、何らかの改善策につなげていくことができるという提言もあった。

南阿蘇における唯一の県立高校として本校に対する地域の期待は高いものがある。その期待に応えるため
にも、教育環境を整備し、生徒のニーズに対応できる教育活動を実践し、その結果を具体的な形として現わ
していくことの重要性を再認識することができた評価委員会であった。

（１）学力向上のための授業の充実に関しては、シラバスによる計画的な指導が進められるともに、研究授
業等の実践により、指導力の向上が図られた。生徒による授業評価についても良好な評価結果が得られ
た。また、機を捉えた異教連携型のティームティーチングの実践やＩＣＴ機器活用により、生徒の興味
を喚起するとともに、基礎学力の定着につながった。

４ 学校関係者評価

５ 総合評価

ほとんどの教育活動が概ね計画通りに実施されており、学校がバランスよく機能していると言える。

食育の推進 健全な食習慣を身
につけるための学
習が行われている
か。

○食育旬間におけ
る取り組みを実
施する。

○朝食摂取率85％
以上を目指す。

・会食の日を年に２
回、食育旬間に実
施する。

・「食育通信」を毎
月発行し、食に関
しての意識を高め
る。

・郷土料理講習会
（ＴＴ授業）を行
う。

◎会食の日を行うこと
で、調理技術の向上
や食を通じてコミュ
ニケーションを深め
ることができた。

◎郷土料理講習会に地
域の方を講師として
迎えることで、料理
の背景や地域のこと
を学ぶとともに、交
流が深まった。

●食育通信の発行を３
回行ったが教師が主
体となったため、今
後は生徒が主体とな
るような体制づくり
が必要である。
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６ 次年度への課題・改善方策

（１）「わかる授業」を目指し、教職員一人一人が自己研鑽を重ね、指導力を向上させる取組をさらに進め
ていく。

（２）進学希望生徒へ３年間を見通した指導体制を構築し、生徒が早い段階から学習に意欲的に取り組む姿
勢を育成する。

（３）後援会総会や公開授業などへの保護者の出席率を向上させ、本校の教育活動への理解を深めるととも
に、連携を進め、一体となった教育活動を推進する。

（４）魅力ある学校づくりをより一層推進し、本校の取組や実績を積極的に外部へ発信することで、入学生
徒の増加を目指す。
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